
10

帳票発行システムの
リプレース検討
　合鐵産業株式会社は、鉄鋼材の専門商
社として事業を営む。特に建築用の鋼材
に関しては原料仕入から仕上げまで一貫
して自社で加工を行い、製品の付加価値
を高めている。また、老朽化した機械な
どから回収される鉄スクラップを販売。
これが再び鋼材として再生されること
で、資源保護にも貢献している。
　2010 年に Delphi/400 を導入し、ミガ
ロ . の協力により「受発注管理システム」
の再構築を行い、大きな成果を上げた。
  本稿では、前述とは別に IBM i の
5250 で運用していた「帳票発行システ
ム」のリプレースを行い、コスト削減に
大きな成果を出し、また業務改善を行っ
た自社開発の事例について紹介する。
　帳票発行システムとは、主に取引先に
送付する、「納品書」「受領書」「請求書」
の発行を行うシステムを指す。5250 よ
り処理を行い、ドットプリンタにて印刷
を行う形式である。用紙については、複

写式の専用のデザイン帳票を業者に発注
している。中でも納品書は 6 枚綴りで 1
枚 の 単 価 が 非 常 に 高 い こ と か ら、
Delphi/400 導入以前から何度も課題と
して挙げられていた内容であった。
　課題が解決に至らなかった要因として
は、デザイン帳票をやめるとしても何ら
かの印刷手段が必要となる、またレー
ザープリンタ用の印刷ソフト、そのカス
タマイズとそれらを用意する初期費用に
対する効果が薄いということがあった。
　Delphi/400 の開発も１年が経過して
きた時、自社で開発できることが少なか
らず見えてきた。複雑な入力系システム
の開発については、やはり外注という選
択肢をとらざるを得ないが、データの
Excel への出力などの簡易的な内容はで
きるようになっていた。
　このことから、データの Excel 出力
が可能なら、帳票の出力を自社開発する
という検討に至り、2011 年秋より開発
に着手、2012 年 1 月より運用の開始を
行ったのが「Delphi の帳票発行システ
ム」である。

開発要件
　リリースした「Delphi の帳票発行シ
ステム」の要件としては、以下が挙げら
れる。

１．印刷コストの削減
２．5250 の機能維持 
３．拡張性（後続の開発の容易性）

　以上の内容が要件であり、Delphi/400
と Excel を使用することにより実現し
た。順を追って説明する。

１．印刷コストの削減
　コスト削減は最も重要な要件であり、
コスト削減の成功がなければリプレース
の意味がなくなってしまう内容である。

【図１】
　以下のことから、コスト削減を行った。

（1）用紙
　印刷方法を Delphi と Excel の連携に
よる A4 用紙のレーザープリンタ印刷と
し、デザイン帳票廃止によるコストの削
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図1　デザイン帳票の納品書とExcel台紙の納品書

図2　伝票出力制御画面

図３　伝票出力指示画面

【Excel
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減を行った。
　納品書の台紙を Excel で作成し、発
行する際に Delphi で台紙のコピーに
データを貼り付けて出力を行う方式とし
た。
　そして、この処理を自動化することに
より A4 コピー用紙での発行を可能とし
た。

（2）出力枚数の調整
　納品書の 6 枚綴りを、業務面で調整し
て 3 枚綴りとし、出力枚数によるコスト
削減を行った。

２．5250 の機能維持
　帳票の発行を単純に Delphi へ移すこ
との中にも、いくつかの問題があった。

（1）画面の占有の問題　　
　帳票を発行する際に、印刷指示を行っ
た端末が印刷処理を行ってしまう場合、
印刷している間（発行データをプリンタ
に送るまでの間）画面が硬直してしまう。

【図 2】
　この問題については、発行指示をする
端末側では、印刷処理を行わないことと
した。
　
　対応策
　・プリンタセッションの配置
　5250 と同様にプリンタセッションを
作成する。この端末で Delphi と Excel
の連携を行い印刷処理を行うこととし、
発行者の端末に発行による処理の影響を
与えないようにした。
 

（2）発行時間の問題　
　プリンタセッションは、発行処理を
シーケンシャルに行うため、仮に全ての
拠点を本社の１端末で処理することは可
能であるが、印刷が集中してしまった場
合はやはり時間がかかってしまう。今回
の納品書は３枚綴りのため、３倍の出力
が必要となる。つまり１拠点が 100 件
を伝票発行したら、次の発行者は 300
件の伝票作成分の時間を待たないといけ
なくなってしまうのである。【図 3】

　対応策
　・プリンタセッションの拠点配置
　伝票を発行するプリンタセッションを
拠点ごとに配置し、発行元を分散させる

ことにより問題を解決した。
　発行指示データを作成する際に、ユー
ザーのサブシステムのジョブ（IP アド
レスのセグメント）を指示データ（指示
データは全社共通のファイル）に落とす
ことで、どこの拠点の印刷指示かを判断
させた。これにより拠点ごとの印刷処理
を可能にした。

（3）スプール処理　
　5250 のスプール処理のように印刷を
一時的に保留し、発行したいときに発行
できるようにしたいとの要望が強くあっ
た。実際に出力する場合、間違った操作
をすることもあり、出力対象のスプール
の中身を確認してから出力するという手
順が業務として好ましかった。【図 4】

　対応策
①保留操作
　発行指示を行っても保留状態とし、開
放を行わない限り印刷を開始しないよう
にした。
②伝票単位の出力制御
　絞込みにより抽出された伝票ナンバー
を画面上で確認でき、スプールの開放を
行う前に伝票単位に出力を制御できる工
夫を行った。
　いらない伝票を出力してしまい出力後
に捨てるという用紙の無駄を削減した。

３．拡張性（後続の開発の容易性）
　納品書のリプレース後に、他のデザイ
ン帳票にも同じ仕組みを適用していく計
画である。開発工数をできる限り少なく
するよう、5250 では帳票単位に合った
出力指示画面を１つに統一した。
　また、納品書、請求書、売買契約書な
どの出力帳票に使用するワークファイル
を同一のファイルで処理させ、開発の工
数を削減する工夫を行った。

システム全体の仕組み
　システムの全体像は以下である。【図
5】

１．伝票出力指示画面
　クライアントのメニューより呼び出す
ことができる。5250 でバラバラになっ
ていた帳票出力の画面を１つに統一する
とともにデータの抽出条件についてもま

とめた。

（1）条件設定と出力指示
　出力対象の帳票を指定、絞込み条件を
入力して出力指示を行う。

（2）データ作成
　IBM i 側で指示内容から出力指示デー
タを作成する。

（3）開放指示
　対象を画面に表示し開放指示を行う

（伝票単位の出力コントロールが行え
る）。
 
２．伝票出力制御画面
　各拠点に１台設置されている 5250 の
プリンタセッションの端末で稼働させた

（今回は、発行を必要とする 5 拠点で稼
働させた）。動作としては（1）ポーリン
グ処理と（2）出力処理を交互に行う。

（1）ポーリング処理
　・�タイマーイベントでデータの存在確

認を行う。
　・�対象のデータが存在している場合に

出力処理に遷移する。ない場合は帳
票区分（納品書、請求書、売買契約
書 ）をローテーションさせる。

（Delphi を IBM i に 接 続 し た 時、
端末は IBM i サブシステム／ジョ
ブの IP アドレスで識別されている。
これを利用し、どこの拠点のデータ
かを識別する方法に利用した）

　　　　
（2）出力処理
　出力指示データ内の帳票区分に沿った
処理を選んで処理を行う。
　・�IBM i 側で１伝票のデータを作成す

る。
　・�対象の帳票区分の Excel のテンプ

レートをコピーしデータを貼り付け
る。

　・Excel をプリンタに出力する。
 
　上記の処理を指示データのキーでファ
イルが読み取れなくなるまで繰り返し、
読み取れなくなった時にポーリング処理
に戻る。

評　価
　月間に出力する納品書枚数は約 6000
枚あり、非常に稼働の多いシステムと
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図４　システム全体図
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なっている。
　最も重要な課題であったコスト削減に
ついては、デザイン帳票である納品書の
全てが A4 用紙のレーザープリンタで出
力できたことにより大きな成果を上げ
た。
　業務面では、連票の切り離し、複写の
分解、ドットプリンタへの帳票の設置や
入れ替えというデザイン帳票独自の作業
がなくなり業務効率を上げることができ
た。
　また納品書の見た目として、取引先か
ら見やすくなったという声もいただいて
いる。
　機能面としては、スプール中の伝票内
容を確認でき、伝票単位に出力を制御で
きるところが 5250 にはなかった機能で
使い勝手の向上が評価された。
　開発面では、台紙が Excel というこ
とでリリース後の細かな調整に対して非
常に柔軟に対応できたこと。また、納品
書のみでなく他の帳票への適用を想定し
て拡張性を与えて構成したこともあり、
納品書以降の帳票のリプレースが各デザ
イン伝票単位で 2 週間程度で完成できた
ことは評価できる内容であった。

今　後
　5250 の画面や印刷物では表現できな
かったものを、Delphi/400 では実現で
きる。この表現力を使って現行の 5250
のデータの照会画面やデータ出力のシス
テムをリプレースできれば、とても有意
義なシステムになると考える。今回は対
応を行わなかった帳票に加え、照会画面
のリプレースが進行中である。
　今後もユーザーの要望に応えつつ、さ
らなる利便性の向上や業務効率化のでき
るシステム開発に取り組んでいきたいと
考えている。
� M


